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(57)【要約】
【課題】本発明は、界面活性剤の配合によって生じる粘度上昇がもたらす製剤の悪化を抑
制しつつ、更に透明性を維持し、製剤安定性を良好にし、かつ落ちにくい油汚れに対する
洗浄性を高めることができる透明液状洗浄料を提供することを課題とする。
【解決手段】本発明に係る透明液状洗浄料は、ノニオン界面活性剤と、アニオン界面活性
剤および両性界面活性剤の内の少なくとも１種と、２５℃で液状である油性成分と、ポリ
オールおよびエタノールの内の少なくとも１種と、ベタイン化合物とを含有する。本発明
に係る透明液状洗浄料では、上記２５℃で液状である油性成分の含有量は、５～４０質量
％である。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ノニオン界面活性剤と、アニオン界面活性剤および両性界面活性剤の内の少なくとも１
種と、２５℃で液状である油性成分と、ポリオールおよびエタノールの内の少なくとも１
種と、ベタイン化合物とを含有し、
　前記２５℃で液状である油性成分の含有量が５～４０質量％である、透明液状洗浄料。
【請求項２】
　前記ノニオン界面活性剤が、アルキルグリセリルエーテル、グリコール脂肪酸エステル
、グリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレングリセリルエーテル脂肪酸エステル
および脂肪酸アミドの群から選ばれる少なくとも１種である、請求項１に記載の透明液状
洗浄料。
【請求項３】
　前記ベタイン化合物がグリシンベタインである、請求項１または２に記載の透明液状洗
浄料。
【請求項４】
　前記アニオン界面活性剤が、カルボン酸塩、硫酸エステル塩、スルホン酸塩およびリン
酸エステル塩の群から選ばれる少なくとも１種であり、
　前記両性界面活性剤が、アミノ酸型両性界面活性剤およびベタイン型両性界面活性剤の
内の少なくとも１種である、請求項１～３の何れか１項に記載の透明液状洗浄料。
【請求項５】
　前記アニオン界面活性剤が、脂肪酸石けんおよびポリオキシエチレンアルキルエーテル
型アニオン界面活性剤の内の少なくとも１種であり、
　前記両性界面活性剤が、ベタイン型両性界面活性剤である、請求項１～４の何れか１項
に記載の透明液状洗浄料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、透明かつ液状である透明液状洗浄料に関する。更に詳しくは、皮膚または毛
髪の洗浄に好適に用いられる透明液状洗浄料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　洗浄料は、洗浄メカニズムの違いから、界面活性剤型洗浄料と溶剤型洗浄料との２つに
大きく分類される。
【０００３】
　界面活性剤型洗浄料とは、界面活性剤の乳化、分散、可溶化作用を利用することにより
洗浄効果が得られる洗浄料である。界面活性剤型洗浄料の例としては、石けんやシャンプ
ーが挙げられる。石けんやシャンプーには、洗浄成分としてアニオン界面活性剤や両性界
面活性剤が配合されている。また、石けんやシャンプーには、増泡剤、コンディショニン
グ成分及び保湿成分などの添加剤を配合可能であることが知られている。増泡剤として、
ノニオン界面活性剤である脂肪酸モノエタノールアミドなどが用いられている。コンディ
ショニング成分として、カチオン界面活性剤やカチオン性高分子などが用いられている。
保湿成分としてグリシンベタインなどが用いられている。
【０００４】
　近年、起泡効果の増強やしっとり感の付与を目的として、石けんやシャンプーに高級ア
ルコールやペースト状油剤などの油性成分を配合する方法が提案されている（特許文献１
～３）。しかしながら、皮脂や油汚れにより石けんやシャンプーの洗浄力が低下するのと
同様に、油性成分を石けんやシャンプーに配合すると洗浄力が低下する。また、油性成分
は消泡成分であるので、油性成分を石けんやシャンプーに配合すると起泡力が低下する。
加えて、石けんやシャンプーに油性成分を配合する場合、油性成分の配合量が製剤の可溶
化量の範囲内であれば問題はないが、可溶化量を超えると製剤が乳化する。この結果、透
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明性の喪失および安定性の悪化という課題が生じる。特に、乳化物が液状である場合、そ
の性状から安定性を確保することは困難である。以上のことから、液状である界面活性剤
型洗浄料への油性成分の配合は、少量にとどまっている。
【０００５】
　また、洗浄力の向上に関しては、界面活性剤の配合量を増やすことによって容易に達成
できる。しかしながら、界面活性剤を多く配合した場合、増粘やゲル化が生じ、使用感が
低下することが知られている。このことから、単なる界面活性剤の増量ではなく、種々の
方法により、使用感の低下を抑制しながら洗浄力を向上する試みがなされている。例えば
、シリコーン界面活性剤を配合する方法（特許文献４）、コハク酸ジエステルなどの水溶
性油分を配合する方法（特許文献５）、界面活性剤の配合により生じる界面活性剤相を利
用する方法（特許文献６）が提案されている。これらの方法では、優れた使用感をある程
度維持可能である。しかしながら、これらの方法を採用した場合には、例えば、マスカラ
やヘアワックスに代表される、落ちにくい油汚れに対する洗浄性は十分ではない。従って
、上記方法を採用した場合には、皮膚洗浄料によりマスカラなどを十分に洗い流すことは
困難であり、毛髪洗浄料によりヘアワックスなどを十分に洗い流すことは困難である。
【０００６】
　一方、溶剤型洗浄料とは、溶剤として油性成分を主成分として含み、配合された油性成
分に油汚れなどを溶解して基剤から脱離することにより洗浄効果が得られる洗浄料である
。溶剤型洗浄料の例としては、皮膚用の洗浄料であるクレンジング剤が挙げられる。クレ
ンジング剤としては、オイル一相（極少量の水を可溶化させる場合もある）である透明液
状のクレンジングオイルや、Ｗ／ＯまたはＯ／Ｗの乳化型であるクレンジングクリーム（
ミルク）や、ノニオン界面活性剤、ポリオール、水および多量の油分を含む特殊な透明一
相状態の構造体（相）を基剤とするクレンジングゲル（ジェル）及びクレンジングリキッ
ドが存在する。これら溶剤型洗浄料は、油性成分を多量に含むため、前述したマスカラや
ヘアワックスに代表される、落ちにくい油汚れに対して高い洗浄性を示す。
【０００７】
　これら４種のクレンジング剤では、洗浄機構（相状態）の違いから、発揮される効果が
大きく異なる。具体的には、乳化型であるクレンジングクリームでは、洗い流し性に優れ
る反面、洗浄力が最も低い。オイル一相であるクレンジングオイルでは、洗浄力に最も優
れる反面、洗い流し性に優れない。クレンジングゲルおよびクレンジングリキッドは、特
殊な構造体を基剤としているため、乳化型であるクレンジングクリームよりも高い洗浄力
を有する。さらに、クレンジングゲルおよびクレンジングリキッドでは、洗い流す場面に
おいて、複数工程の洗顔が不要であることなどから、クレンジングオイルよりもはるかに
優れた使用感や機能性が得られる。また、液状であるクレンジングリキッドは、構造体が
異なる固形状のクレンジングゲルよりも、延展性やメイクなじみなどの使用感に優れた性
質を示す。しかしながら、使用感に最も優れているクレンジングリキッドにおいても、製
剤特有の粘性があり、更に優れた洗浄力があるものの、使用感は満足のいくものではない
。
【０００８】
　また、クレンジングリキッドは特殊な構造体を基剤としているため、構成成分の種類お
よび配合量によって安定性、機能性、使用感が制限及び決定される。例えば、特殊な構造
体が崩れると、透明性の低下および安定性の悪化が生じて二相分離が起こる。このため、
機能性および使用感の向上を目的として、任意成分の配合、構成および配合量の変更を行
うことは困難である。また、液状であるクレンジングリキッドは、固形状であるクレンジ
ングゲルと比較して、構造体形成による安定性の影響をより受け易く、機能性および使用
感を調整することは困難である。例えば、安定性や洗浄力を向上させるために界面活性剤
の増量を行うと、製剤が増粘して使用感が低下する。使用感を向上させたり、製剤の粘性
を低くしたりするために、水の増量を行うと安定性が失われる。また、油性成分以外の成
分で洗浄特性を付与するために、アニオン界面活性剤や両性界面活性剤を用いると、透明
性の喪失、安定性の悪化、製剤の増粘による使用感の低下が生じる。
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【０００９】
　以上のことから、洗浄料において、石けんやシャンプーなどの界面活性剤型洗浄料は使
用感に優れているものの、マスカラやヘアワックスに代表される落ち難い油汚れに対する
洗浄性は十分に満足のいくものではない。また、溶剤型洗浄料は、マスカラやヘアワック
スに代表される落ち難い油汚れに対して優れた洗浄性を示すものの、溶剤型洗浄料の中で
は使用感に比較的優れているクレンジングリキッドであっても、使用感は十分に満足のい
くものではない。加えて、クレンジングリキッドにおいて、機能性および使用感の向上を
目的として、任意成分の配合、構成および配合量の変更を行うことも困難である。具体的
には、油性成分以外の成分で洗浄特性を付与するために、クレンジングリキッドにアニオ
ン界面活性剤や両性界面活性剤を配合すると、透明性の喪失、安定性の悪化、増粘による
使用感の低下が生じやすい。このため、クレンジングリキッドに各種の機能を付与するこ
とが困難である。また、油性成分が多量に配合されているため、クレンジングリキッドに
起泡性を付与することも困難である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開平０５－０１７３４２号公報
【特許文献２】特開平０６－２８７５９５号公報
【特許文献３】特開２００６－３３５６７３号公報
【特許文献４】特開平０５－１７９２９３号公報
【特許文献５】特開２００１－２２６２３４号公報
【特許文献６】特開２００２－０２０７９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、界面活性剤の配合によって生じる粘度上昇がもたらす製剤の悪化を抑制しつ
つ、更に透明性を維持し、製剤安定性を良好にし、かつ落ちにくい油汚れに対する洗浄性
を高めることができる透明液状洗浄料を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の広い局面によれば、ノニオン界面活性剤と、アニオン界面活性剤および両性界
面活性剤の内の少なくとも１種と、２５℃で液状である油性成分と、ポリオールおよびエ
タノールの内の少なくとも１種と、ベタイン化合物とを含有し、上記２５℃で液状である
油性成分の含有量が５～４０質量％である、透明液状洗浄料が提供される。
【００１３】
　本発明に係る透明液状洗浄料のある特定の局面では、上記ノニオン界面活性剤が、アル
キルグリセリルエーテル、グリコール脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル、ポリ
オキシアルキレングリセリルエーテル脂肪酸エステルおよび脂肪酸アミドの群から選ばれ
る少なくとも１種である。
【００１４】
　本発明に係る透明液状洗浄料の他の特定の局面では、上記ベタイン化合物がグリシンベ
タインである。
【００１５】
　本発明に係る透明液状洗浄料のさらに他の特定の局面では、上記アニオン界面活性剤が
、カルボン酸塩、硫酸エステル塩、スルホン酸塩およびリン酸エステル塩の群から選ばれ
る少なくとも１種であり、上記両性界面活性剤が、アミノ酸型両性界面活性剤およびベタ
イン型両性界面活性剤の内の少なくとも１種である。
【００１６】
　本発明に係る透明液状洗浄料の別の特定の局面では、上記アニオン界面活性剤が、脂肪
酸石けんおよびポリオキシエチレンアルキルエーテル型アニオン界面活性剤の内の少なく
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とも１種であり、上記両性界面活性剤が、ベタイン型両性界面活性剤である。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の透明液状洗浄料は、ノニオン界面活性剤と、アニオン界面活性剤および両性界
面活性剤の内の少なくとも１種と、２５℃で液状である油性成分と、ポリオールおよびエ
タノールの内の少なくとも１種と、ベタイン化合物とを含有し、更に上記２５℃で液状で
ある油性成分の含有量が５～４０質量％であるので、界面活性剤の配合によって生じる粘
度上昇がもたらす製剤の悪化を抑制しつつ、更に透明性を維持し、製剤安定性を良好にし
、かつ落ちにくい油汚れに対する洗浄性を高めることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の透明液状洗浄料は、透明かつ液状である。本発明の透明液状洗浄料は、（Ａ）
ノニオン界面活性剤と、（Ｂ）アニオン界面活性剤および両性界面活性剤の内の少なくと
も１種と、（Ｃ）２５℃で液状である油性成分と、（Ｄ）ポリオールおよびエタノールの
内の少なくとも１種と、（Ｅ）ベタイン化合物とを含有する。本発明の透明液状洗浄料で
は、上記２５℃で液状である油性成分の含有量は、５～４０質量％である。本発明では、
界面活性剤の配合によって生じる粘度上昇がもたらす製剤の悪化を抑制しつつ、更に透明
性を維持し、製剤安定性を良好にし、かつ落ちにくい油汚れに対する洗浄性を高めること
ができる。上記製剤の悪化としては、具体的には、製剤の延展性の悪化、製剤と皮膚や毛
髪とのなじみの悪化、製剤と汚れとのなじみの悪化などが挙げられる。
【００１９】
　以下、本発明の透明液状洗浄料に含まれている各成分の詳細を説明する。
【００２０】
　（（Ａ）ノニオン界面活性剤）
　上記ノニオン界面活性剤としては特に限定されないが、例えば、アルキルグリセリルエ
ーテル、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル、ポリオキシアルキレン硬化ヒマシ油、
グリコール脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレングリセリ
ルエーテル脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレンソルビタ
ン脂肪酸エステル、脂肪酸アミド、シリコーン界面活性剤、アミノ酸系ノニオン界面活性
剤などが挙げられる。上記ノニオン界面活性剤は、１種のみが用いられてもよく、２種以
上が併用されてもよい。
【００２１】
　上記アルキルグリセリルエーテルとしては、例えば、モノセチルグリセリルエーテル、
モノオレイルグリセリルエーテル、モノイソステアリルグリセリルエーテル、モノイソス
テアリルジグリセリルエーテル、グリセリンモノ２－エチルヘキシルエーテルなどが挙げ
られる。
【００２２】
　上記アルキルグリセリルエーテルとして、市販品を用いてもよい。上記アルキルグリセ
リルエーテルの市販品としては、例えば、モノセチルグリセリルエーテル：ＮＩＫＫＯＬ
　キミルアルコール　１００（商品名、日光ケミカルズ社製）、モノオレイルグリセリル
エーテル：ＮＩＫＫＯＬ　セラキルアルコール（商品名、日光ケミカルズ社製）、モノイ
ソステアリルグリセリルエーテル：ペネトール　ＧＥ－ＩＳ（商品名、花王社製）、モノ
ラウリルテトラグリセリルエーテル：ＰＧＬＡＬ　ＭＬ０４（商品名、ダイセル化学工業
社製）、グリセリンモノ２－エチルヘキシルエーテル：Ｓｅｎｓｉｖａ　ＳＣ　５０（商
品名、Ｓｃｈｕｌｋｅ＆Ｍａｙｒ社製）などが挙げられる。
【００２３】
　上記ポリオキシアルキレンアルキルエーテルとしては、例えば、ポリオキシエチレン（
１０）オレイルエーテル、ポリオキシエチレン（１０）イソステアリルエーテル、ポリオ
キシエチレン（２５）オクチルドデシルエーテル、ポリオキシエチレン（２０）デシルテ
トラデシルエーテル、ポリオキシエチレン（７）ポリオキシプロピレン（２）デシルエー
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テルなどが挙げられる。尚、括弧内の数値は、アルキレンオキシドの付加モル数を表す。
【００２４】
　上記ポリオキシアルキレンアルキルエーテルとして、市販品を用いてもよい。上記ポリ
オキシアルキレンアルキルエーテルの市販品としては、例えば、ポリオキシエチレンオレ
イルエーテル：ＥＭＡＬＥＸ　５１０（商品名、日本エマルジョン社製）、ポリオキシエ
チレンイソステアリルエーテル：ＥＭＡＬＥＸ　１８１０（商品名、日本エマルジョン社
製）、ポリオキシエチレンオクチルドデシルエーテル：ＥＭＡＬＥＸ　ＯＤ－１０（商品
名、日本エマルジョン社製）、ポリオキシエチレンデシルテトラデシルエーテル：ＥＭＡ
ＬＸ　２４１０（商品名、日本エマルジョン社製）、ポリオキシエチレンポリオキシプロ
ピレンデシルエーテル：ＥＭＡＬＥＸ　ＤＡＰＥ－０２０５（商品名、日本エマルジョン
社製）などが挙げられる。
【００２５】
　上記ポリオキシアルキレン硬化ヒマシ油としては、例えば、ポリオキシエチレン（６０
）硬化ヒマシ油などが挙げられる。尚、括弧内の数値は、アルキレンオキシドの付加モル
数を表す。
【００２６】
　上記ポリオキシアルキレン硬化ヒマシ油として、市販品を用いてもよい。上記ポリオキ
シアルキレン硬化ヒマシ油の市販品としては、例えば、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油
：ＥＭＡＬＥＸ　ＨＣ－６０（商品名、日本エマルジョン社製）などが挙げられる。
【００２７】
　上記グリコール脂肪酸エステルとしては、例えば、モノイソステアリン酸プロピレング
リコール、ジイソステアリン酸プロピレングリコール、モノラウリン酸ポリエチレングリ
コール（１２）、モノイソステアリン酸ポリエチレングリコール（１２）、ジイソステア
リン酸ポリエチレングリコール（８）などが挙げられる。尚、括弧内の数値は、エチレン
グリコールの付加モル数を表す。
【００２８】
　上記グリコール脂肪酸エステルとして、市販品を用いてもよい。上記グリコール脂肪酸
エステルの市販品としては、例えば、ステアリン酸グリコール：ＥＭＡＬＥＸ　ＥＧＳ－
Ａ（商品名、日本エマルジョン社製）、モノイソステアリン酸プロピレングリコール：プ
リソリン　２０３４（商品名、クローダ社製）、ジイソステアリン酸プロピレングリコー
ル：ＥＭＡＬＸ　ＰＧ－ｄｉ－ｌＳ（商品名、日本エマルジョン社製）、モノラウリン酸
ポリエチレングリコール：ＥＭＡＬＸ　ＰＥＬ－１２（商品名、日本エマルジョン社製）
、モノイソステアリン酸ポリエチレングリコール：ＥＭＡＬＸ　ＰＥＩＳ－１２ＥＸ（商
品名、日本エマルジョン社製）、ジイソステアリン酸ポリエチレングリコール：ＥＭＡＬ
ＥＸ　６００　ｄｉ－ｌＳＥＸ（商品名、日本エマルジョン社製）などが挙げられる。
【００２９】
　上記グリセリン脂肪酸エステルとしては、例えば、モノステアリン酸グリセリル、イソ
ステアリン酸グリセリル、トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリル、モノステアリン
酸ジグリセリル、モノラウリン酸テトラグリセリル、ジイソステアリン酸デカグリセリル
などが挙げられる。
【００３０】
　上記グリセリン脂肪酸エステルとして、市販品を用いてもよい。上記グリセリン脂肪酸
エステルの市販品としては、例えば、モノイソステアリン酸グリセリル：ＥＭＡＬＥＸ　
ＧＷＩＳ－１００ＥＸ（商品名、日本エマルジョン社製）、トリ（カプリル酸／カプリン
酸）グリセリル：ＥＭＡＬＥＸ　ＫＴＧ（商品名、日本エマルジョン社製）、モノラウリ
ン酸デカグリセリル：サンソフトＱ－１２Ｙ、サンソフトＡ－１２Ｅ、サンソフトＱ－１
２Ｓ（何れも商品名、太陽化学社製）、モノイソステアリン酸ジグリセリル：ＮＩＫＫＯ
Ｌ　ＤＧＭＩＳ（商品名、日光ケミカル社製）、ジイソステアリン酸デカグリセリル：（
商品名、日本エマルジョン社製）などが挙げられる。
【００３１】
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　上記ポリオキシアルキレングリセリルエーテル脂肪酸エステルとしては、例えば、モノ
イソステアリン酸ポリオキシエチレン（８）グリセリル、モノイソステアリン酸ポリオキ
シエチレン（２０）グリセリル、トリイソステアリン酸ポリオキシエチレン（２０）グリ
セリル、ポリオキシエチレン（７）ヤシ油脂肪酸グリセリル、ポリオキシエチレン（８）
（カプリル酸／カプリン酸）グリセリルなどが挙げられる。尚、括弧内の数値は、アルキ
レンオキシドの付加モル数を表す。
【００３２】
　上記ポリオキシアルキレングリセリルエーテル脂肪酸エステルとして、市販品を用いて
もよい。上記ポリオキシアルキレングリセリルエーテル脂肪酸エステルの市販品としては
、例えば、モノイソステアリン酸ポリオキシエチレングリセリル：ＥＭＡＬＥＸ　ＧＷＩ
Ｓ－１２０（商品名、日本エマルジョン社製）、トリイソステアリン酸ポリオキシエチレ
ングリセリル：ＥＭＡＬＥＸ　ＧＷＩＳ－３２０（商品名、日本エマルジョン社製）、ポ
リオキシエチレンヤシ油脂肪酸グリセリル：Ｍファインオイル　ＣＯＧ－７Ｍ（商品名、
ミヨシ油脂社製）、ポリオキシエチレン（カプリル酸／カプリン酸）グリセリル：Ｍファ
インオイル　ＭＣＧ－８Ｍ（商品名、ミヨシ油脂社製）などが挙げられる。
【００３３】
　上記ソルビタン脂肪酸エステルとしては、モノイソステアリン酸ソルビタン、トリステ
アリン酸ソルビタン、セスキステアリン酸ソルビタン、ヤシ油脂肪酸ソルビタンなどが挙
げられる。
【００３４】
　上記ソルビタン脂肪酸エステルとして、市販品を用いてもよい。上記ソルビタン脂肪酸
エステルの市販品としては、例えば、モノイソステアリン酸ソルビタン：ＥＭＡＬＥＸ　
ＳＰＩＳ－１００（商品名、日本エマルジョン社製）、セスキイソステアリン酸ソルビタ
ン：ＥＭＡＬＥＸ　ＳＰＩＳ－１５０（商品名、日本エマルジョン社製）などが挙げられ
る。
【００３５】
　上記ポリオキシアルキレンソルビタン脂肪酸エステルとしては、例えば、モノオレイン
酸ポリオキシエチレン（２０）ソルビタン、トリオレイン酸ポリオキシエチレン（２０）
ソルビタン、テトラオレイン酸ポリオキシエチレン（３０）ソルビット、ポリオキシエチ
レン（２０）ヤシ油脂肪酸ソルビタンなどが挙げられる。尚、括弧内の数値は、アルキレ
ンオキシドの付加モル数を表す。
【００３６】
　上記ポリオキシアルキレンソルビタン脂肪酸エステルとして、市販品を用いてもよい。
上記ポリオキシアルキレンソルビタン脂肪酸エステルの市販品としては、例えば、モノオ
レイン酸ポリオキシエチレンソルビタン：ＥＭＡＬＥＸ　ＥＴ－８０２０（商品名、日本
エマルジョン社製）、トリオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタン：ＥＭＡＬＥＸ　Ｅ
Ｔ－８０４０（商品名、日本エマルジョン社製）、テトラオレイン酸ポリオキシエチレン
ソルビット：ＮＩＫＫＯＬ　ＧＯ－４３０ＮＶ（商品名、日光ケミカルズ社製）、ポリオ
キシエチレンヤシ油脂肪酸ソルビタン：ＥＭＬＡＸ　ＥＴ－２０２０（商品名、日本エマ
ルジョン社製）などが挙げられる。
【００３７】
　上記脂肪酸アミドとしては、例えば、ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド、ポリオキシエ
チレン（３）ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミドなどが挙げられる。尚、括弧内の数値は
、アルキレンオキシドの付加モル数を表す。
【００３８】
　上記脂肪酸アミドとして、市販品を用いてもよい。上記脂肪酸アミドの市販品としては
、例えば、ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド：アミゾール　ＣＤＥ（商品名、川研ファイ
ンケミカル社製）、ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド：アミゼット
２Ｃ（商品名、川研ファインケミカル社製）などが挙げられる。
【００３９】
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　上記シリコーン界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレン（１２）・メチルポ
リシロキサン共重合体などが挙げられる。尚、括弧内の数値は、アルキレンオキシドの付
加モル数を表す。
【００４０】
　上記シリコーン界面活性剤として、市販品を用いてもよい。上記シリコーン界面活性剤
の市販品としては、例えば、ポリオキシエチレンメチルポリシロキサン共重合体：ＤＯＷ
　ＣＯＲＮＩＮＧ　ＴＯＲＡＹ　ＳＨ　３７７１　Ｍ（商品名、東レ・ダウコーニング社
製）などが挙げられる。
【００４１】
　上記アミノ酸系ノニオン界面活性剤としては、例えば、ピログルタミン酸イソステアリ
ン酸ポリオキシエチレン（６０）硬化ヒマシ油、ラウロイルグルタミン酸ポリオキシエチ
レン（２）オクチルドデシルエーテルジエステル、ピログルタミン酸オレイン酸グリセリ
ルなどが挙げられる。尚、括弧内の数値は、アルキレンオキシドの付加モル数を表す。
【００４２】
　上記アミノ酸系ノニオン界面活性剤として、市販品を用いてもよい。上記アミノ酸系ノ
ニオン界面活性剤の市販品としては、例えば、ラウロイルグルタミン酸ポリオキシエチレ
ンオクチルドデシルエーテルジエステル：ＡＭＩＴＥＲ　ＬＧＯＤ－２（Ｈ）（商品名、
日本エマルジョン社製）などが挙げられる。
【００４３】
　上記ノニオン界面活性剤は、より一層安定な透明液状洗浄料を得る観点から、脂肪酸型
ノニオン界面活性剤を含むことが好ましい。加えて、上記ノニオン界面活性剤は、アルキ
ルグリセリルエーテル、グリコール脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル、ポリオ
キシアルキレングリセリルエーテル脂肪酸エステルおよび脂肪酸アミドの群から選ばれる
１種を含むことがより好ましく、グリコール脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレングリ
セリルエーテル脂肪酸エステルおよび脂肪酸アミドの群から選ばれる少なくとも１種を含
むことが更に好ましい。
【００４４】
　上記ノニオン界面活性剤の含有量は特に限定されず、他の成分の配合量に応じて適宜変
更することが可能である。上記ノニオン界面活性剤の含有量は、通常、上記ノニオン界面
活性剤の配合によって生じる粘度上昇がもたらす製剤の悪化をより一層抑制する観点、塗
布時のきしみ感を低減する観点、洗い流し後のつっぱり感やごわつき感を低減する観点、
透明感の喪失を防ぐ観点、並びに安定性の悪化を防ぐ観点から、透明液状洗浄料１００質
量％中、好ましくは８～４５質量％、より好ましくは１０～４０質量％である。
【００４５】
　（（Ｂ）アニオン界面活性剤および両性界面活性剤の内の少なくとも１種）
　上記アニオン界面活性剤としては特に限定されないが、例えば、カルボン酸およびその
塩、硫酸エステルおよびその塩、スルホン酸およびその塩、リン酸エステルおよびその塩
などが挙げられる。
【００４６】
　上記カルボン酸およびその塩としては、例えば、ラウリン酸カウリム、ミリスチン酸カ
リウム、ヤシ油脂肪酸カリウム、ポリオキシエチレン（５）ラウリルエーテル酢酸、ポリ
オキシエチレン（４）トリデシルエーテル酢酸ナトリウム、ラウロイルメチル－β－アラ
ニンナトリウム、Ｎ－ステアロイル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム、Ｎ－ヤシ油脂肪酸ア
シル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウムなどが挙げられる。尚、括弧内の数値は、アルキレン
オキシドの付加モル数を表す。
【００４７】
　上記硫酸エステルおよびその塩としては、例えば、ラウリル硫酸ナトリウム、ミリスチ
ル硫酸ナトリウム、硬化ヤシ油脂肪酸グリセリル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレン（
３）ラウリルエーテル硫酸ナトリウムなどが挙げられる。尚、括弧内の数値は、アルキレ
ンオキシドの付加モル数を表す。
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【００４８】
　上記スルホン酸およびその塩としては、例えば、スルホコハク酸ジ（２－エチルヘキシ
ル）ナトリウム、ポリオキシエチレンスルホコハク酸ラウリル二ナトリウム、スルホコハ
ク酸ポリオキシエチレン（５）ラウロイルエタノールアミド二ナトリウム、Ｎ－ステアロ
イル－Ｎ－メチルタウリンナトリウム、ヤシ油脂肪酸メチルタウリンナトリウムなどが挙
げられる。尚、括弧内の数値は、アルキレンオキシドの付加モル数を表す。
【００４９】
　上記リン酸エステルおよびその塩としては、例えば、ラウリルリン酸ナトリウム、ポリ
オキシエチレン（１）ラウリルエーテルリン酸などが挙げられる。尚、括弧内の数値は、
アルキレンオキシドの付加モル数を表す。
【００５０】
　上記アニオン界面活性剤として、市販品を用いてもよい。
【００５１】
　上記カルボン酸およびその塩の市販品としては、例えば、ラウリン酸カウリム：ＮＩＫ
ＫＯＬ　ラウリン酸カリウム：Ｋ－１２０（商品名、日光ケミカルズ社製）、ミリスチン
酸カリウム：コスメチックソープ　ＭＦ－Ｋ（商品名、ミヨシ油脂社製）、ヤシ油脂肪酸
カリウム：アルホーム　Ｋ－１００（商品名、新日本理化社製）、ポリオキシエチレンラ
ウリルエーテル酢酸：ＮＩＫＫＯＬ　ＡＫＹＰＯ　ＲＬＭ　４５　ＮＶ（商品名、日光ケ
ミカルズ社製）、ポリオキシエチレントリデシルエーテル酢酸ナトリウム：ＮＩＫＫＯＬ
　ＥＣＴ－３ＮＥＸ（商品名、日光ケミカルズ社製）、ラウロイルメチル－β－アラニン
ナトリウム：ＮＩＫＫＯＬ　アラニネート　ＬＮ－３０（商品名、日光ケミカルズ社製）
、Ｎ－ステアロイル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム：アミソフト　ＨＳ－１１Ｐ（商品名
、味の素社製）、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム：アミソフト　
ＣＳ－１１（商品名、味の素社製）などが挙げられる。
【００５２】
　上記硫酸エステルおよびその塩の市販品としては、例えば、ラウリル硫酸ナトリウム：
ＮＩＫＫＯＬ　ＳＬＳ（商品名、日光ケミカルズ社製）、ミリスチル硫酸ナトリウム：Ｎ
ＩＫＫＯＬ　ＳＭＳ（商品名、日光ケミカルズ社製）、硬化ヤシ油脂肪酸グリセリル硫酸
ナトリウム：ＮＩＫＫＯＬ　ＳＧＣ－８０Ｎ（商品名、日光ケミカルズ社製）、ポリオキ
シエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウム：シノリン　ＳＰＥ－１３００（商品名、新
日本理化社製）などが挙げられる。
【００５３】
　上記スルホン酸およびその塩の市販品としては、スルホコハク酸ジ（２－エチルヘキシ
ル）ナトリウム液：ＮＩＫＫＯＬ　ＯＴＰ－７５（商品名、日光ケミカルズ社製）、ポリ
オキシエチレンスルホコハク酸ラウリル二ナトリウム：ビューライト　ＬＳＳ（商品名、
三洋化成工業社製）、スルホコハク酸ポリオキシエチレンラウロイルエタノールアミド二
ナトリウム：ビューライト　Ａ－５０００（商品名、三洋化成工業社製）、Ｎ－ミリスト
イルメチルタウリンナトリウム：ＮＩＫＫＯＬ　ＭＭＴ（商品名、日光ケミカルズ社製）
、Ｎ－ステアロイル－Ｎ－メチルタウリンナトリウム：ＮＩＫＫＯＬ　ＳＭＴ（商品名、
日光ケミカルズ社製）、ヤシ油脂肪酸メチルタウリンナトリウム：ＮＩＫＫＯＬ　ＣＭＴ
－３０（商品名、日光ケミカルズ社製）などが挙げられる。
【００５４】
　上記リン酸エステルおよびその塩の市販品としては、ラウリルリン酸ナトリウム：ＮＩ
ＫＫＯＬ　ＳＬＰ－Ｎ（商品名、日光ケミカルズ社製）、ポリオキシエチレンラウリルエ
ーテルリン酸：ＮＩＫＫＯＬ　ホステン　ＨＬＰ－１（商品名、日光ケミカルズ社製）な
どが挙げられる。
【００５５】
　上記両性界面活性剤としては特に限定されないが、例えば、アミノ酸型両性界面活性剤
、ベタイン型両性界面活性剤、イミダゾリン型両性界面活性剤、アミンオキサイド型両性
界面活性剤、リン酸エステル型両面活性剤、アミノ酸系両性界面活性剤などが挙げられる
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。
【００５６】
　上記アミノ酸型両性界面活性剤としては、例えば、β－ラウロイルアミノプロピオン酸
ナトリウム、Ｎ－ラウロイル－Ｎ’－カルボキシメチル－Ｎ’－ヒドロキシエチルエチレ
ンジアミンナトリウムなどが挙げられる。
【００５７】
　上記ベタイン型両性界面活性剤としては、例えば、ラウリン酸アミドプロピルベタイン
、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタインなどが挙
げられる。
【００５８】
　上記イミダゾリン型両性界面活性剤としては、例えば、２－アルキル－Ｎ－カルボキシ
メチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタインなどが挙げられる。
【００５９】
　上記アミンオキサイド型両性界面活性剤としては、例えば、ラウリルジメチルアミンオ
キサイドなどが挙げられる。
【００６０】
　上記リン酸エステル型両面活性剤としては、例えば、レシチン、水素添加大豆リン脂質
などが挙げられる。
【００６１】
　上記アミノ酸系両性界面活性剤としては、例えば、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－アルギニン、
Ｎ－［３－アルキル（１２，１４）オキシ－２－ヒドロキシプロピル］－Ｌ－アルギニン
塩酸塩などが挙げられる。
【００６２】
　上記両性界面活性剤として、市販品を用いてもよい。
【００６３】
　上記アミノ酸型両性界面活性剤としては、例えば、β－ラウロイルアミノプロピオン酸
ナトリウム：レポン　ＡＰＬ（商品名、三洋化成工業社製）、Ｎ－ラウロイル－Ｎ’－カ
ルボキシメチル－Ｎ’－ヒドロキシエチルエチレンジアミンナトリウム：レポン　１０１
－Ｈ（商品名、三洋化成工業社製）などが挙げられる。
【００６４】
　上記ベタイン型両性界面活性剤としては、例えば、ラウリン酸アミドプロピルベタイン
：アンヒトール　２０ＡＢ（商品名、花王社製）、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン
：ＮＩＫＫＯＬ　ＡＭ－３０１（商品名、日光ケミカルズ社製）、ヤシ油脂肪酸アミドプ
ロピルベタイン：ＮＩＫＫＯＬ　ＡＭ－３１３０Ｎ（商品名、日光ケミカルズ社製）など
が挙げられる。
【００６５】
　上記イミダゾリン型両性界面活性剤としては、例えば、２－アルキル－Ｎ－カルボキシ
メチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン：アンヒトール　２０Ｙ－Ｂ（
商品名、花王社製）などが挙げられる。
【００６６】
　上記アミンオキサイド型両性界面活性剤としては、例えば、ラウリルジメチルアミンオ
キサイド：アンヒトール　２０Ｎ（商品名、花王社製）などが挙げられる。
【００６７】
　上記リン酸エステル型両面活性剤としては、例えば、レシチン：ベイシス　ＬＳ－６０
（商品名、日清オイリオ社製）、水素添加大豆リン脂質：ＮＩＫＫＯＬ　レシノール　Ｓ
－１０（商品名、日光ケミカルズ社製）などが挙げられる。
【００６８】
　上記アミノ酸系両性界面活性剤としては、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－アルギニン：アミセー
フ　ＬＡ－０１　（商品名、味の素社製）、Ｎ－［３－アルキル（１２，１４）オキシ－
２－ヒドロキシプロピル］－Ｌ－アルギニン塩酸塩：アミセーフ　ＬＭＡ－６０（商品名
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、味の素社製）などが挙げられる。
【００６９】
　上記アニオン界面活性剤および両性界面活性剤は、１種を単独で用いてもよく、２種以
上を適宜組み合わせて用いてもよい。上記アニオン界面活性剤および両性界面活性剤の内
の少なくとも１種として、アニオン界面活性剤のみを用いてもよく、両性界面活性剤のみ
を用いてもよく、アニオン界面活性剤と両性界面活性剤との双方を用いてもよい。上記ア
ニオン界面活性剤および両性界面活性剤の内の少なくとも１種は、アニオン界面活性剤で
あることが好ましく、両性界面活性剤であることも好ましい。上記両性界面活性剤は、１
種のみが用いられてもよく、２種以上が併用されてもよい。上記アニオン界面活性剤は、
１種のみが用いられてもよく、２種以上が併用されてもよい。
【００７０】
　上記アニオン界面活性剤は、安定な透明液状洗浄料を得る観点から、カルボン酸塩、硫
酸エステル塩、スルホン酸塩およびリン酸エステル塩の群から選ばれる少なくとも１種で
あることが好ましく、脂肪酸石けんおよびポリオキシエチレンアルキルエーテル型アニオ
ン界面活性剤の内の少なくとも１種であることがより好ましい。上記両性界面活性剤は、
安定な透明液状洗浄料を得る観点から、アミノ酸型両性界面活性剤およびベタイン型両性
界面活性剤の内の少なくとも１種であることが好ましく、ベタイン型両性界面活性剤であ
ることがより好ましい。
【００７１】
　上記アニオン界面活性剤は、より一層安定な透明液状洗浄料を得る観点から、好ましく
はカルボン酸塩、硫酸エステル塩、スルホン酸塩およびリン酸エステル塩の群から選ばれ
る少なくとも１種であり、より好ましくは脂肪酸石けんおよびポリオキシエチレンアルキ
ルエーテル型アニオン界面活性剤の内の少なくとも１種である。上記両性界面活性剤は、
より一層安定な透明液状洗浄料を得る観点から、好ましくはアミノ酸型両性界面活性剤お
よびベタイン型両性界面活性剤の内の少なくとも１種であり、より好ましくはベタイン型
両性界面活性剤である
【００７２】
　アニオン界面活性剤および両性界面活性剤の内の少なくとも１種の全体の含有量は特に
限定されず、他の成分の配合量に応じて適宜変更することが可能である。上記アニオン界
面活性剤および両性界面活性剤の内の少なくとも１種の全体の含有量は、通常、洗浄力を
向上させる観点、上記アニオン界面活性剤および両性界面活性剤の内の少なくとも１種の
配合によって生じる粘度上昇がもたらす製剤の悪化をより一層抑制する観点、塗布時のき
しみ感を低減する観点、洗い流し後のつっぱり感やごわつき感を低減する観点、透明感の
喪失を防ぐ観点、並びに安定性の悪化を防ぐ観点から、透明液状洗浄料１００質量％中、
好ましくは０．１～２５質量％、より好ましくは０．５～２０質量％である。
【００７３】
　（（Ｃ）２５℃で液状である油性成分）
　上記２５℃で液状である油性成分としては特に限定されないが、例えば、油脂、炭化水
素油、高級アルコール、脂肪酸エステル、シリコーン化合物などが挙げられる。上記２５
℃で液状である油性成分は、油脂、炭化水素油、高級アルコール、脂肪酸エステル及びシ
リコーン化合物の群から選ばれる少なくとも１種であることが好ましい。上記２５℃で液
状である油性成分は、脂肪酸エステル及びシリコーン化合物の内の少なくとも１種を含む
ことが好ましい。上記油性成分は、油脂を含むことが好ましく、炭化水素油を含むことが
好ましく、高級アルコールを含むことが好ましく、脂肪酸エステルを含むことが好ましく
、シリコーン化合物を含むことが好ましい。
【００７４】
　上記油脂としては、例えば、ヒマワリ油、綿実油、大豆油、オリーブ油、ヤシ油、ヒマ
シ油、菜種油、椿油などが挙げられる。
【００７５】
　上記炭化水素油としては、例えば、流動パラフィン、流動イソパラフィン、軽質イソパ
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ラフィン、スクワランなどが挙げられる。
【００７６】
　上記高級アルコールとしては、例えば、オレイルアルコール、オクチルドデカノールな
どが挙げられる。
【００７７】
　上記脂肪酸エステルとしては、例えば、オレイン酸エチル、ミリスチン酸イソプロピル
、パルミチン酸イソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、オレイン酸オクチルドデ
シル、イソステアリン酸イソプロピル、２－エチルヘキサン酸セチル、トリ２－エチルヘ
キサン酸グリセリル、テトラ２－エチルヘキサン酸ペンタエリトリット、オクタン酸イソ
セチル、パルミチン酸２－エチルヘキシル、イソステアリン酸イソセチル、イソステアリ
ン酸オクチルドデシル、ジメチルオクタン酸オクチルドデシル、イソノナン酸イソノニル
、コハク酸ジオクチルなどが挙げられる。
【００７８】
　上記シリコーン化合物としては、例えば、メチルポリシロキサン、メチルフェニルポリ
シロキサン、オクタメチルトリシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、オクタメチル
シクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキ
サシロキサン、メチルシクロポリシロキサンなどのシリコーン類などが挙げられる。
【００７９】
　上記２５℃で液状である油性成分は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を適宜組み
合わせて用いてもよい。上記２５℃で液状である油性成分は、使用感に優れ、より高い洗
浄力を有する透明液状洗浄料を得る観点から、分岐型脂肪酸エステル、分岐型炭化水素油
、フェニル変性シリコーン又は環状シリコーンを含むことが好ましい。
【００８０】
　上記分岐型脂肪酸エステルの好ましい例としては、ミリスチン酸イソプロピル、パルミ
チン酸イソプロピル、２－エチルへキサン酸セチル、パルミチン酸２－エチルヘキシル、
イソノナン酸イソノニルなどが挙げられる。
【００８１】
　上記分岐型炭化水素油の好ましい例としては、流動イソパラフィン、軽質イソパラフィ
ンなどが挙げられる。
【００８２】
　上記フェニル変性シリコーン又は環状シリコーンの好ましい例としては、メチルフェニ
ルポリシロキサン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロ
キサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、メチルシクロポリシロキサンなどが挙げ
られる。
【００８３】
　上記２５℃で液状である油性成分の含有量は、優れた洗浄力を有する透明液状洗浄料を
得る観点から、透明液状洗浄料１００質量％中、５～４０質量％であり、好ましくは５～
３５質量％である。その理由は、上記油性成分の含有量が５質量％未満であると、洗浄力
に優れる透明液状洗浄料を得ることができないためである。上記油性成分の含有量が上記
上限を超えると、上記油性成分により透明性が失われ、安定性が悪化するためである。
【００８４】
　（（Ｄ）ポリオールおよびエタノールの内の少なくとも１種）
　上記ポリオールおよびエタノールの内の少なくとも１種としては特に限定されないが、
例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ポリエ
チレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、イソプレングリコ
ール、１，３－ブチレングリコール、１，２－ブタンジオール、１，２－ペンタンジオー
ル、１，２－ヘキサンジオール、１，２－オクタンジオール、１，２－デカンジオール、
グリセリン、濃グリセリン、ジグリセリン、ポリグリセリン、エタノールなどが挙げられ
る。上記ポリオールおよびエタノールは、１種を単独で用いてもよく、２種以上を適宜組
み合わせて用いてもよい。上記ポリオールおよびエタノールの内の少なくとも１種として
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、ポリオールのみを用いてもよく、エタノールのみを用いてもよく、ポリオールとエタノ
ールとの双方を用いてもよい。上記ポリオールおよびエタノールの内の少なくとも１種は
、ポリオールであることが好ましく、エタノールであることも好ましい。上記ポリオール
は、１種のみが用いられてもよく、２種以上が併用されてもよい。
【００８５】
　上記ポリオールおよびエタノールの内の少なくとも１種の含有量は特に限定されず、他
の成分の配合量に応じて適宜変更することが可能である。上記ポリオールおよびエタノー
ルの内の少なくとも１種の全体の含有量は、通常、安定な透明液状洗浄料を得る観点から
、透明液状洗浄料１００質量％中、好ましくは５～３５質量％、より好ましくは５～３０
質量％である。
【００８６】
　（（Ｅ）ベタイン化合物）
　上記ベタイン化合物は、ベタイン骨格を有する。上記ベタイン化合物には、ベタイン及
びベタインの誘導体が含まれる。ベタイン及びベタインの誘導体は、ベタイン類とも呼ば
れる。また、ベタイン化合物は、単にベタインと呼ばれることもある。上記ベタイン化合
物には、上述した界面活性剤は含まれない。
【００８７】
　上記ベタイン化合物としては、例えば、グリシンベタイン、アラニンベタイン、γ－ブ
チロベタイン、バリンベタイン、リジンベタイン、グルタミン酸ベタイン、ホマリン、ト
リゴネリン、カルニチン、アトリニン、アントプレウリンなどが挙げられる。上記ベタイ
ン化合物は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を適宜組み合せて用いてもよい。上記
ベタイン化合物は、グリシンベタインであることがより好ましい。
【００８８】
　上記ベタイン化合物として、市販品を用いてもよい。グリシンベタインの市販品として
は、例えば、アミノコート（商品名、旭化成ケミカルズ社製）などが挙げられる。また、
グリシンベタインを含む混合原料の市販品としては、例えば、プロデュウ４００（商品名
、味の素社製）などが挙げられる。
【００８９】
　上記ベタイン化合物の含有量は特に限定されず、他の成分の配合量に応じて適宜変更す
ることが可能である。上記ベタイン化合物の含有量は、通常、上記ノニオン界面活性剤と
上記アニオン界面活性剤及び両性界面活性剤の内の少なくとも１種との配合によって生じ
る粘度上昇がもたらす製剤の悪化をより一層抑制する観点、透明性を維持する観点、並び
に上記ベタイン化合物の配合よる透明液状洗浄料の安定性の悪化を防ぐ観点から、透明液
状洗浄料１００質量％中、好ましくは０．５～３５質量％、より好ましくは０．５～３０
質量％である。
【００９０】
　（他の成分）
　本発明の透明液状洗浄料には、本発明の効果を損なわない範囲内であれば、上記した成
分の他に、通常化粧品に用いられる成分を目的に応じて適宜配合することができる。上記
成分としては、カチオン界面活性剤、水溶性増粘剤、ビタミン類、酸化防止剤、防腐剤、
抗菌剤、金属イオン封鎖剤、ｐＨ調整剤などが挙げられる。
【００９１】
　上記カチオン界面活性剤としては、例えば、ジメチルステアリルアミン、ステアリン酸
ジメチルアミノプロピルアミド、塩化ポリオキシプロピレン（４０）メチルジエチルアン
モニウム、塩化ジポリオキシエチレン（２）オレイルメチルアンモニウム、塩化セチルト
リメチルアンモニウム、塩化ジヤシ油アルキルジメチルアンモニウム、塩化オクタデシロ
キシプロピルトリメチルアンモニウム、塩化γ－グルコンアミドプロピルジメチルヒドロ
キシエチルアンモニウム、塩化ベンザルコニウム、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－アルギ
ニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩などが挙げられる。尚、括弧内の数値は、ア
ルキレンオキシドの付加モル数を表す。
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【００９２】
　上記水溶性増粘剤としては、例えば、キサンタンガム、カルボキシビニルポリマー、ア
クリル酸アルキルコポリマー、アクリル酸・メタクリル酸アルキルコポリマー、（アクリ
ル酸ヒドロキシエチル／アクリロイルジメチルタウリンナトリウム）コポリマー、（アク
リロイルジメチルタウリンアンモニウムメタクリル酸ポリオキシエチレン（２５）べへニ
ルエーテル）クロスポリマー、（アクリル酸／ビニルピロリドン）コポリマー、（アクリ
レーツ／メタクリル酸ポリオキシエチレン（２５）べへニルエーテル）コポリマー、（ジ
メチルアクリルアミド／エチルトリモニウムクロリドメタクリレート）コポリマー、ヒド
ロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン、ヘクトライト、
ベントナイト、無水ケイ酸などが挙げられる。尚、括弧内の数値は、アルキレンオキシド
の付加モル数を表す。
【００９３】
　上記ビタミン類としては、例えば、チアミン、リボフラビン、ナイアシン、パントテン
酸、ピリドキシン、ビオチン、葉酸、アスコルビン酸、レチナール、レチノール、トコフ
ェロールなどが挙げられる。これらの塩および誘導体を用いてもよい。
【００９４】
　上記酸化防止剤としては、例えば、ジブチルヒドロキシトルエン、亜硫酸塩などが挙げ
られる。
【００９５】
　上記防腐剤及び上記抗菌剤としては、例えば、フェノキエタノール、メチルパラベン、
エチルパラベン、プロピルパラベン、ブチルパラベン、安息香酸塩、メチルイソチアゾリ
ン、トリクロサン、イソプロピルメチルフェノール、ジンクピリチオン、ピロクトンオラ
ミン、ソルビン酸、感光素、抗菌性ゼオライト、銀イオンなどが挙げられる。
【００９６】
　上記金属イオン封鎖剤としては、例えば、エデト酸塩、ペンテト酸塩、エチドロン酸塩
などが挙げられる。
【００９７】
　上記ｐＨ調整剤としては、例えば、クエン酸、乳酸、グリコール酸、コハク酸、酢酸、
リンゴ酸、酒石酸、フマル酸、リン酸、塩酸、トリエタノールアミン、イソプロパノール
アミン、２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパンジオール、アルギニン、水酸化ナト
リウム、水酸化カリウムなどが挙げられる。
【００９８】
　（透明液状洗浄料の他の詳細）
　本発明の透明液状洗浄料では、特殊な構造体が透明一相状態の構造体であることが好ま
しい。この場合には、構造体形成および安定性の判断の目安として、製剤の透明性を利用
することができる。例えば、不透明である液状組成物は、特殊な構造体を形成しておらず
乳化型であり、構造体を形成している場合と比較して低い洗浄力を示す。液状組成物が不
透明であれば、安定性に優れないことが簡易に判断できる。
【００９９】
　本発明における「透明」とは、直径５ｃｍの円環状の透明なガラス容器内に液状組成物
を入れたときに、ガラス容器を介してガラス容器の奥側の背景を目視できることをいう。
「透明」には、半透明が含まれる。本発明の透明液状洗浄料は、僅かに濁っていてもよい
。また、本発明における「液状」とは、２５℃で液状であることを示し、２５℃で洗浄料
が流動性を有することを示す。
【０１００】
　本発明の透明液状洗浄料は種々の方法で製造することが可能である。本発明の構成成分
を任意の順番で混合及び撹拌することにより、本発明の透明液状洗浄料を容易に得ること
ができる。例えば、（Ａ）成分～（Ｄ）成分を混合及び撹拌して透明な液状物を得る。次
いで、得られた透明液状物に精製水を加えて混合及び撹拌した後、（Ｅ）成分を加えて溶
解させ、本発明の透明液状洗浄料を得ることができる。
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【０１０１】
　本発明の透明液状洗浄料では、界面活性剤の配合によって生じる粘度上昇がもたらす製
剤の悪化を抑制しつつ、更に透明性を維持し、製剤安定性を良好にし、かつ落ちにくい油
汚れに対する洗浄性を高めることができる。落ちにくい油汚れとしては、マスカラやヘア
ワックスに代表される油汚れが挙げられる。本発明の透明液状洗浄料では、マスカラやヘ
アワックスでも、容易に洗い流すことができる。
【０１０２】
　このような効果を奏することから、本発明の透明液状洗浄料は、皮膚用または毛髪用の
洗浄料として好適に用いることができる。
【０１０３】
　本発明の透明液状洗浄料は、毛髪または皮膚の洗浄に用いられることが好ましい。本発
明の透明液状洗浄料は、毛髪の洗浄に用いられることが好ましく、皮膚の洗浄に用いられ
ることも好ましい。本発明の透明液状洗浄料は、毛髪または皮膚用透明液状洗浄料である
ことが好ましい。本発明の透明液状洗浄料は、毛髪用透明液状洗浄料であることが好まし
く、皮膚用透明液状洗浄料であることも好ましい。また、本発明の透明液状洗浄料は、不
織布やコットンなどの担体に含浸させて用いてもよい。
【０１０４】
　以下、本発明を実施例に基づいて更に詳細に説明する。本発明は以下の実施例にのみ限
定されない。尚、配合量は、特記しない限り「質量％」を表す。また、表中、「ＰＯＥ」
はポリオキシエチレンの略であり、括弧内の数値は、ポリオキシエチレンの付加モル数を
表す。
【０１０５】
　（試料の調製１）
　表２，３に示す組成に従い各成分を配合して、実施例１～１５および比較例１～１４の
各液状洗浄料を調製した。得られた各液状洗浄料を用いて、下記の評価項目について、評
価を行った。
【０１０６】
　（試験例１：粘度の測定）
　調製直後の各液状洗浄料を、２５℃条件下で２４時間保存した。２４時間保存した後の
各液状洗浄料の粘度を測定した。粘度計として、音叉式粘度計（ＳＶ－１０Ａ：Ａ＆Ｄ社
製）を用いた。
【０１０７】
　（試験例２：ワックスに対する洗浄力の評価）
　専門評価パネル１０名により、得られた各液状洗浄料のワックスに対する洗浄力につい
て下記試験方法により評価した。
【０１０８】
　＜試験方法＞
　下記の表１に示す組成に従い各成分を配合して、試験用整髪料（ワックス）を得た。
【０１０９】
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【表１】

【０１１０】
　２０ｇ、２０ｃｍ毛束に、得られた試験用整髪料２ｇを塗布し、４０℃で６時間乾燥さ
せた。次いで、得られた各液状洗浄料５ｇを毛髪に塗布し、馴染ませた。その後、水洗を
行うことにより、以下の５段階の評価基準に従って官能評価を行った。
【０１１１】
　「ワックスに対する洗浄力」については、整髪料の残存感およびべたつき感が低い場合
を「良好」として評価した。パネル１０名の下記評価基準による点数から算出された平均
点から、下記判定基準に従って、ワックスに対する洗浄力を判定した。
【０１１２】
　＜評価基準＞
　５点：非常に良好
　４点：良好
　３点：普通
　２点：不良
　１点：非常に不良
【０１１３】
　＜判定基準＞
　○○：平均４．０点以上
　○：平均３．０点以上４．０点未満
　△：平均２．０点以上３．０点未満
　×：平均２．０点未満
【０１１４】
　（試験例３：「皮膚上での延展性の良さ」、「マスカラに対するメイクなじみの良さ」
、「マスカラに対する洗浄力」、「洗浄時における洗い流しの良さ」の評価）
　専門評価パネル１０名が、得られた各液状洗浄料を下記試験方法で用いた。「皮膚上で
の延展性の良さ」、「マスカラに対するメイクなじみの良さ」、「マスカラに対する洗浄
力」、「洗浄時における洗い流しの良さ」について評価を行った。
【０１１５】
　＜試験方法＞
　市販のウォータープルーフマスカラを手の甲に３×３ｃｍの正方形に塗布し、２５℃条
件下にて１０分間乾燥した。次いで、マスカラの塗布面に、得られた各液状洗浄料１．５
ｇを塗布し、馴染ませた。その後、水洗を行うことにより、以下の５段階の評価基準に従
って官能評価を行った。
【０１１６】
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　「皮膚上での延展性の良さ」については、皮膚上で抵抗感およびきしみ感が低く、水の
ように延ばし易い場合を「良好」とし、「マスカラに対するメイクなじみの良さ」につい
ては、マスカラ汚れ上ですべり感が低く、すばやくマスカラと製剤がなじむ場合を「良好
」とし、「マスカラに対する洗浄力」については、マスカラの除去効果が高い場合を「良
好」とし、「洗浄時における洗い流しの良さ」については、水洗時のヌルつきや上滑り感
、乾燥後のオイリー感が低い場合を「良好」として評価した。パネル１０名の下記評価基
準による点数から算出された平均点から、下記判定基準に従って、判定した。
【０１１７】
　＜評価基準＞
　５点：非常に良好
　４点：良好
　３点：普通
　２点：不良
　１点：非常に不良
【０１１８】
　＜判定基準＞
　○○：平均４．０点以上
　○：平均３．０点以上４．０点未満
　△：平均２．０点以上３．０点未満
　×：平均２．０点未満
【０１１９】
　（試験例４：安定性の評価）
　得られた各液状洗浄料を、５℃および４０℃の各条件下で１．５ヶ月間保管した。保管
後の液状洗浄料を目視で観察して、安定性を下記の基準で判定した。
【０１２０】
　＜安定性の判定基準＞
　○：全体が均一
　×：一部または全体が分離
【０１２１】
　組成及び結果を下記の表２，３に示す。
【０１２２】
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【表２】

【０１２３】
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【表３】

【０１２４】
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　表２および表３に示された結果から、各実施例の透明液状洗浄料は、アニオン界面活性
剤および両性界面活性剤の内の少なくとも１種を配合した場合でも透明性を維持し、優れ
た安定性を有していることが分かる。また、各実施例の透明液状洗浄料は、落ちにくい油
汚れであるマスカラやヘアワックスに対して高い洗浄性を示すことが分かる。これに対し
、比較例１～１４の各液状洗浄料では、洗浄性や安定性に関して十分に満足な結果が得ら
れていないことが分かる。加えて、実施例と比較例とを対比すると、ベタイン化合物の配
合によって、安定性の向上効果が得られるだけでなく、界面活性剤を配合することによっ
て生じる粘度上昇が抑制されており、かつ延展性やメイクなじみの低下が軽減されている
ことが分かる。
【０１２５】
　（試料の調製２）
　表４に示す組成に従い各成分を配合して、実施例１６～２１および比較例１５～１９の
各液状洗浄料を調製した。得られた各液状洗浄料を用いて、下記の評価項目について、評
価を行った。
【０１２６】
　実施例１６～２１および比較例１５～１９について、実施例１～１５及び比較例１～１
４で評価した試験例１～３の評価項目について、評価を行った。但し、試験例３について
は、「マスカラに対する洗浄力」についてのみ評価した。さらに、実施例１６～２１およ
び比較例１５～１９について、下記の評価項目についても評価を行った。
【０１２７】
　（試験例５：吐出時の起泡性の評価）
　ホンプフォーマーの容器内に得られた各液状洗浄料を充填した。専門評価パネル１０名
が、吐出時の起泡性を下記試験方法により評価した。
【０１２８】
　＜試験方法＞
　各液状洗浄料を１０回吐出し、その後１１回目の吐出時における各液状洗浄料の起泡性
について、以下の５段階の評価基準に従って官能評価を行った。
【０１２９】
　吐出時の起泡性」については、各液状洗浄料の泡立ち具合の良い場合を「良好」として
評価した。パネル１０名の下記評価基準による点数から算出された平均点から、下記判定
基準に従って、判定した。
【０１３０】
　＜評価基準＞
　５点：非常に良好
　４点：良好
　３点：普通
　２点：不良
　１点：非常に不良
【０１３１】
　＜判定基準＞
　○○：平均４．０点以上
　○：平均３．０点以上４．０点未満
　△：平均２．０点以上３．０点未満
　×：平均２．０点未満
【０１３２】
　（試験例６：泡のキメの評価）
　試験例５の吐出時の起泡性の評価に続き、同じ専門評価パネル１０名が、泡のキメにつ
いて下記試験方法により評価を行った。
【０１３３】
　＜試験方法＞
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　吐出時の起泡性を評価した後、その吐出直後の泡のキメをについて、以下の５段階の評
価基準に従って官能評価を行った。
【０１３４】
　尚、「泡のキメ」については、泡のキメが細かい場合を「良好」として評価した。パネ
ル１０名の下記評価基準による点数から算出された平均点から、下記判定基準に従って、
判定した。
【０１３５】
　＜評価基準＞
　５点：非常に良好
　４点：良好
　３点：普通
　２点：不良
　１点：非常に不良
【０１３６】
　＜判定基準＞
　○○：平均４．０点以上
　○：平均３．０点以上４．０点未満
　△：平均２．０点以上３．０点未満
　×：平均２．０点未満
【０１３７】
　（試験例７：泡沫安定性の評価）
　試験例５，６の評価に続き、同じ専門評価パネル１０名が、泡の安定性について下記試
験方法により評価した。
【０１３８】
　＜試験方法＞
　吐出によって生じた泡の、２５℃条件下での２分後の性状から、泡沫安定性について、
以下の５段階の評価基準に従って官能評価を行った。
【０１３９】
　「泡沫安定性」については、泡の体積が変化しない場合、および泡のキメが細かい場合
を「良好」として評価した。パネル１０名の下記評価基準による点数から算出された平均
点から、下記判定基準に従って、判定した。
【０１４０】
　＜評価基準＞
　５点：非常に良好
　４点：良好
　３点：普通
　２点：不良
　１点：非常に不良
【０１４１】
　＜判定基準＞
　○○：平均４．０点以上
　○：平均３．０点以上４．０点未満
　△：平均２．０点以上３．０点未満
　×：平均２．０点未満
【０１４２】
　組成及び結果を下記の表４に示す。
【０１４３】
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【表４】

【０１４４】
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　表４に示す結果から、各実施例の透明液状洗浄料では、ポンプフォーマーを用いて起泡
することができ、泡質に関しても優れていることが分かる。また、各実施例の透明液状洗
浄料は、落ちにくい油汚れであるマスカラやヘアワックスに対して高い洗浄性を示すこと
が分かる。これに対し、比較例１５～１９の各液状洗浄料では、本発明の効果の全てを十
分に満足させる結果が得られていないことが分かる。
【０１４５】
　また、下記の表５～９に、透明液状洗浄料の処方例を示す。尚、含有量は質量％である
。
【０１４６】
【表５】

【０１４７】
【表６】

【０１４８】
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【０１４９】

【表８】

【０１５０】
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